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公共の福祉の増進に貢献した人や町民の
模範となるべき人を表彰する町善行・

功労者表彰式が11月22日㈫に総合文化セン
ター「パルナス」で行われ、１団体と個人
19人を表彰しました。
　町長は「皆さんの尽力に感謝します。今後
もより一層、活躍してほしい」とあいさつし
ました。
　受賞者は次のとおりです。
【個人善行表彰】　　・宮下　一雄
　　　　　　　 　　・宮下　一也
【団体善行表彰】　　・株式会社ホワイトドリーム（升田敏則代表取締役社長）
【個人功労者表彰】　・今　　継逸（学校歯科医）　　　　　・秋田谷雪枝（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・角田　好隆（保護司）　　　　　　　・渋谷　鶴乃（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・横山　義博（行政連絡員）　　　　　・成田リキコ（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・佐々木　茂（行政連絡員）　　　　　・佐藤美恵子（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・秋元　貞子（中泊町保険協力員）　　・藪田由比子（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・中村千鶴子（中泊町保険協力員）　　・成田　順子（中泊町食生活改善推進員）
 　　　　　　　　　・大屋　修子（中泊町保険協力員）　　・佐藤　明男（中里派立納税貯蓄組合会計）
 　　　　　　　　　・宮越　友江（中泊町保険協力員）　　・松舘　和弘（薄市上納税貯蓄組合組合長）
 　　　　　　　　　・長利　弘貴（上豊岡納税貯蓄組合会計）

台風や暴風雪などの異常気象時などに小泊岬南灯台の
灯火の監視業務に従事しており、灯火の異常を発見

した場合は早期に海上保安部へ情報伝達し、海上交通の安
全確保に多大な貢献を行った下前漁業協同組合が12月７
日㈬に青森海上保安部長に表彰されました。

町建設業協会（会長・平山久宗）が12月６
日㈫に大沢内克雪センターで、除排雪

作業の安全祈願祭を行いました。
　祈願祭には町長や、受注者である同協会関
係者など約30人が参加し、除排雪作業の安
全を祈りました。
　町長は「町民の冬場の安心安全を守るため
にがんばってほしい」と話しました。

町発展への功績をたたえる
善行・功労者表彰式

多大な貢献に感謝
下前漁業協同組合が青森海上保安部長表彰

町民の安全を守るために
除排雪業務安全祈願祭
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金多と豆蔵になりきって即興劇
を行い、演技力・面白さ・津

軽のもつけ（お調子者）さを競う金多
豆蔵人間コンテストが12月10日㈯
に津軽中里駅構内駅ナカにぎわい空
間にて行われました。
　コンテストには総勢６組12人が
参加し、青森市や五所川原からの参
加者もいました。
　金多豆蔵人形一座の木村巌さんは
「みなさんが金多と豆蔵になりきっ
て演技するのを楽しみにしていた。
これを機に継承したいと思ってくれる人が出てきてくれると嬉しい」と話しました。
　コンテストの結果、優勝は加藤則子さんと夏原謙二さんのペアに決まりました。優勝したペアには、町
内商品券２万円分と町特産物の詰め合わせが贈られました。

中里こども園が、11月23日㈬が勤労感
謝の日であったことから、12月16日

㈮に役場を訪れ、日頃の感謝を込めてピア
ニカとハンドベルの演奏をしました。
　園児らは「これからも元気にお仕事がん
ばってください」と職員にエールを贈りま
した。
　町長は「素晴らしい演奏ありがとうござ
います。皆さんに元気をいただきながらこ
れからも町のためにがんばっていきます」
と感謝の言葉を述べました。

離れた同世代の複式学級の子ども
たちがICT機器の活用を通して、

心を通わせたり、情報収集したりする
ための方法の一つとして理解すること
を目的とし、12月12日㈪に薄市小の４、
５年生が三好小学校５、６年生とオン
ライン交流会を行いました。
　児童らは中泊町の紹介や学校・学級
の紹介をし、普段話すことが無い他校
との交流を楽しんでいました。

津軽のもつけさを競う
金多豆蔵人間コンテスト開催

いつもありがとうございます！
中里こども園が職場慰問

ネットを使っての交流
薄市小でオンライン交流会
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